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Ⅰ　課題

Ⅱ　課題について

　　子どもが豊かに思考・表現するために、課題に直面したときに、その課題に対して解決への見通しをもつことが大切である。見通しをもつことによって、子どもたちは自信をもって学習活動に取り組むことができるようになり、それを。思考が活発化することによって、算数的な表現の必要性や欲求が生まれ、根拠をもちながら筋道を立てて考えることができる。それらの活動そのものが、豊かな思考や表現になると考えられる。そのような学習体験の繰り返しが、算数的な表現力を育んでいくと考えられる

しかし、実際の授業では、見通しがもてず、何から手をつけていいのか分からず、活動を始めることができない子や、行き詰まって、活動が停滞してしまう子もいる。見通しをもちながら問題を解決していくためには、一人ひとりが解決への糸口を得ることができるようにすることが重要になる。そのためには一人学びの段階では、既習内容と未習内容のつながりを意識させられる場を設けたい。ペアやグループで練り合う段階では、互いの考えを交流したり、わからないことを尋ねたりして、自信をもって解決への一歩を踏み出せるようにしたい。本時では、以下の点を留意したい。
 　①　導入時に分類した図形を発表させる際に、前時までの定義と結びつけて学習のつながりを意識させる。

②　仲間分けをする際に、グループで話し合わせ、考えを整理したり、自信をもたせたりする。
そのようにして、自分の表現を生かしながら他者とかかわり、自らの思考を深めていく姿を求めていきたい。
Ⅲ　指導案

平成２５年１２月５日（木）５校時
第２学年算数科学習指導案

　
１　単元名

　　三角形と四角形

２　指導の立場
　　本学級では、課題に対して意欲的に取り組むことができる児童が多い。また、人の話をしっかり聞く習慣もついてきている。何人かの児童は、仲間の発言に対して自分なりの思いや疑問点を話せるようになってきた。しかし、解決への見通しがもてなかったり、話し合いのポイントが分からなかったりして戸惑う子も多い。また、多様な解法を考えたり、仲間の発言を取り入れて考えをよりよいものにしたりする姿勢はあまり見られないため、自分の考えと仲間の考えを比較して共通点や相違点を発見する学び合いの経験を重ねていくように指導しているところである。三角形や四角形に対する見方としては、「さんかく」、「しかく」という言葉を日常の中で口にする児童もいるが、そのような児童が認識するのは、正三角形や長方形などの整った形がほとんどである。
　　本単元は、これまで児童が「さんかく」、「しかく」ととらえていた形を、「三角形」、「四角形」ととらえ直させることを目的としている。これまでに児童は、面を写し取る活動や色板並べや棒並べなどで、辺や頂点に着目している。本単元では具体的な操作を通して、図形を構成する「直線」を「辺」、角の点を「頂点」、本やノートの「角」を「直角」などにとらえ、三角形や四角形についての理解を深めさせていく。さらに、身の回りから図形を見つける活動や、図形を敷き詰めて模様を作る活動を取り入れる。そのようにして、かたちを定義づけられた図形としてとらえ始められるようにするとともに、図形感覚の基礎を育んでいきたい。
そこで、指導にあたっては、次の点に留意する。

・図形の性質や構成要素に一つ一つに着目させることで図形の定義づけを図る。

・子どもが必要感をもてる活動を設定して用語説明をする。

　・図形を敷き詰める活動を通して豊かな図形感覚や図形の美しさを感じられるようにする。　
３　目標

（1） 身の回りから、長方形、正方形、直角三角形などをみつけたり、長方形、正方形、直角三角形を敷き詰めて模様を作ったりする。【関心・意欲・態度】
（2） 辺の長さや直角に着目して、長方形、正方形、直角三角形の意味や性質を考えることができる。【数学的な考え方】

（3） 線を折って直角や長方形、正方形をつくったり、方眼紙に長方形、正方形、直角三角形をかいたりすることができる。【技能】

（4） 三角形、四角形、及び、長方形、正方形、直角三角形の意味を理解し、これらを弁別することができる【知識・理解】

４　指導計画（総時数　約１２時間）

第一次　　三角形と四角形　　　　　　　　　　　・・・・・・・・④（本時３／４）

第二次　　長方形と正方形　　　　　　　　　　　・・・・・・・・⑦
第三次　　たしかめ道場　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・①
５　本時案

（1） ねらい

三角形や四角形を直線で２つに分ける活動を通して、辺や頂点についての理解を深めることができる。

（2） 準備

ワークシート、掲示用の図形

（3） 展開（本時　第一次　３／４）
	学習活動・学習内容
	教師の働きかけ
	評　　　価

	１　三角形を直線で２つに分けて、三角形や四角形を自由に作る。

・三角形と四角形の定義の確認

２　四角形を直線で２つに分けて、様々な三角形や四角形の組み合わせを作る。

・辺や頂点への着目

　・用語（「辺」、「頂点」）


３　本時を振り返り、わかったことを書く。
	○　操作活動の前に、どんな形ができるか話し合わせ、手順を確認する。

○　なかなか線が引けない子には、定規を当てて引くように声をかける。
○　それぞれが引いた直線とできた図形を比較させるために、図形に線を引き、切らずに残させる。

○　どんな形ができそうか問い、できる図形に見通しをもたせる。

○　子どもが反復して試行できるように、用紙を多めに用意する。

○　辺や頂点に着目させ、概念を整理するために、グループでできた図形をどんな仲間に分けられるか話し合わせる。

○　「ここ」、「かど」や「とんがり」という曖昧な表現から、「辺」「頂点いう用語を教える。

○　それぞれの図形ができるのはどんな時か尋ね、用語を使って説明させる。

○　「辺」や「頂点」という言葉を使ってまとめさせる。
	・　意欲的に試そうとしている。

・　分け方を考え、三角形や四角形をつくることができる。

・　適切に用語を使って説明できる。


Ⅳ　授業の実際･子どもの反応
子どもたちの、思考・表現を支えるものとしては、２点考えている。１つ目は、意欲である。子どもたちが、意欲と自信をもって、学習に取り組めるようにすることで、豊かに思考していくための土台が育めると考えた。意欲を継続して学習に取り組ませるための第一歩として、学習の見通しをもたせることは大切なこととなるであろう。２つ目は、自分の考えを大切にしながら、多様な見方・考え方があるということである。仲間の考えを受け入れ、自分の考えを広げていくことで、豊かに思考し、今まで以上に自分の考えを表現していこうとするのではないかと考えた。この多様な見方や考え方を取り入れなながら、互いの考えの共通点や相違点を見出すとともに、新しい発見をする感動ある活動を大切にした。
本時では、以上の２つの点に着目して指導していったが、ここでは後者の共通点や相違点を見出す活動を中心に述べていくこととする。
(1)  三角形を直線で２つに分けて、三角形や四角形を自由に作る活動
三角形を提示し、定義を確認した。その後、定規を使って１本直線を引くとどんな形ができるか尋ねるとこの時点ではあまり反応がなかった。これは、これから行う活動が分かっていなかったからかもしれない。
実際に直線を１本引いてみると、子どもから、三角形と「長四角形」という言葉が出てきた。「長四角形」という言葉はなく、四角形に含まれるということを前時に基づいてあっさり流してよかったが、丁寧に扱いすぎてしまった。なお、教科書では実際に図形を切るのだが、時間短縮のため、直線を引いて分けるまでにした。
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〈三角形を直線で分けている様子〉　　　　　　　　　     〈子どものひいた直線〉
(2) 　四角形を直線で２つに分けて、様々な三角形や四角形の組み合わせを作る活動
四角形を提示し、三角形と同じようにどんな形ができるか尋ねたところ、今度は反応がよく、「三角形と三角形」、「三角形と四角形」、「四角形と四角形」などの様々な見通しをもつことができた。そして、「どことどこを結んだらどんな形ができるか」に気をつけて線を引くように指示した。しかし、子どもたちの多くが「どことどこを結んだら」ではなく、「たくさんの分け方」に目が向いており、活動が停滞している子へ支援をしているうちに、子どもたちは次々と多様な分け方を発見し始めた。
その後グループでどことどこを結んだらどんな形ができたか話し合わせたが、机上のプリントの整理（たくさんの図形を作ったので）に追われたり、頂点や辺に目を向けずに偶発的に図形ができたような発言が見られたりしたため、全体での話し合いに切り替えた。そして特定のグループが作った図形を仲間分けをする中で「かど」や「直線」という言葉を出させ、「頂点」と「辺」をおさえた。
そして、頂点と頂点、辺と辺、辺と頂点という３通りの分け方でそれぞれ、「三角形と三角形」、「四角形と四角形」、「三角形と四角形」に分けられることを子どもに発表させた。
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〈グループでの仲間分けの様子〉
(3)　振り返りの活動


「辺」と「頂点」という言葉を使って、「今日わかったこと」をノートに書かせた。こちらが意図したものとしては、用語を使って四角形の分け方を説明させたかったが、学習の最後に用語をおさえたので、子どもたちが書いた内容の多くは「辺」などの用語の説明だった。
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〈振り返りの子どものノート〉              　　　　　〈授業後の板書〉
Ⅴ　考察
教師の意図と児童の思考のずれが出てしまった原因を次の３点「主眼」「授業の構成」「発問」にしぼって考察する。
(1)    主眼について
　　 「三角形や四角形を直線で２つに分ける活動を通して、辺や頂点についての理解を深めることができる。」としたが、教師の意図からすると、後半は、「構成要素である辺や頂点に着目し、三角形や四角形の理解を深めることができる。」とした方が良かった。教師側の主眼のぶれが全体をあいまいな流れにしたのかもしれない。
(2)   授業の構成について
　　　　 児童の振り返りが、頂点と辺の用語説明に終始してしまったことからもわかるように、児童が三角形、四角形に分割したときの辺や頂点に目が向けられていなかった。よって、第１活動の段階で、用語の説明を終え、学習活動１でも三角形を分別してできた三角形と四角形の作り方に、構成要素の視点を折り込むと児童が「いろいろな形ができる」という方にばかり目を向けることを防げたかもしれない。
(3)   発問について
　　  　主発問が「四角形をどう切れば、三角形や四角形ができるだろう。」としたが、この「どう切れば」が協議会でも話題になった。「どことどこ」という具体的な視点を与えると児童の思考が構成要素の方に向いたと思われる。
     　 以上のような改善点が考えられる。実際の授業では、児童は活発に活動し、いろいろな分割方法を試行錯誤的に見つけ、楽しんでいた。しかし、思考し表現してほしい箇所が教師の意図とずれた面を反省し、今後の活動に生かしていきたい。
三角形と四角形（２年）


山陽小野田・美祢・宇部地区





「算数的な表現力」を育む


―子どもが、豊かに思考・表現する授業の工夫―





　四角形をどう切れば、三角形や四角形ができるだろう。








２つの三角形…ちょう点からちょう点


２つの四角形…辺から辺


（三角形と五角形）


三角形と四角形…ちょう点から辺











